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● 我が家の植物 ●      建設部 土田 晃 

コロナ騒動もひと段落？し外出自粛も解除（県内）とな

り、色々な施設が開放となり、日頃溜まったストレスを発散

すべく、久しぶりに家族での外出。クレマチスが綺麗に咲い

ているという事で、行先はクレマチスの丘。 

以外と美術館にはよく行く我が家族、クレマチスの丘にも

年に数回は訪れているが、この時期はやはり花々とみどりが

非常にキレイ。特に薔薇・クレマチス・蓮の花がほぼ満開。

コロナの影響で色々な物が自粛やら制限やらでストレスが溜

まる昨今、花々と深緑が心を癒してくれる。 

庭園では爽やかな初夏の風に運ばれてくる花々の香りと見

渡せば咲き誇る沢山の花たちに囲まれて木陰で読書なんぞし

てる方々がチラホラ。優雅だ。愛読書をバッグに忍ばせて美

術館で休日のひと時を過ごす。うーむ。俺は似合わんなこり

ゃ（笑）漫画持ってきそうだし（笑） 

好評！我が家の植物シリーズ、今年 
はなんと咲きまくりのプルメリア。 

枝分かれも半端ない事になりそうで、 
今から楽しみ。次回、我が家の植物シリ 
ーズを乞うご期待！ 

■ この夏の暑さ対策 ファン付きウエアー ■ 

暑い夏がやってきます。コロナウイルス感染予防のマスクが暑さを倍増さ

せます。そこでコードレスのファンが付いたウエアーはいかがでしょうか？  

長袖又は半そでのジャケットとベストをラインナップ。背中の腰の上あた

り左右にファンを設置し、ウエアー内部に風を送り込みます。ウエアー内部に

取り込んだエアーは、首の後ろから抜けていきます。この時、首周りを冷やす

ことで爽快感を得ることが出来ます。 

使用可能時間は、バッテリーの容量と出力にも寄りますが、8時間は使える

ようになっています。 

ご興味がある方は、当社営業マンにお問い合わせ下さい。 

本レターのご提供に付きまして、ご不要・ご迷惑という方に付き

ましては、その旨ご一報頂きたいと思います。次回からの発送を

中止させて頂きます。 

なんだ・かんだ 

◆ ウイルス ◆            

6月の初旬の日経新聞に、現在世界中を騒がせているコロナウイルス

を含む「ウイルス」というモノについての特集が連載されました。地球

上にいるおびただしい数のウイルス。ウイルスとは何か。また、我々が

イメージしているやっかいなウイルスとは違った側面について書かれて

いましたので、ご紹介させていただきます。 

大きさ5000分の1mm以下、DNAやRNA（リボ核酸）をたんぱく質の殻

で包んだだけの構造で、核を持つ細胞よりも単純で、感染した細胞が無

ければ自力で増殖もできないのがウイルスです。  

そして、人類の進化にウイルスが深くかかわっています。ウイルスが

人類の祖先の細胞に入り込み、お互いの遺伝子はいつしか一体化し、現

在の我々の細胞が形成されたと考えられています。 

例えば、母親のお腹の中で、赤ちゃんを守る胎盤がその一つ。胎盤が

あることで、母体から胎児へ栄養や酸素を届け、母親の体内では「異

物」であるはずの赤ちゃんを育てることが出来ます。この哺乳類が持つ

子供を育てる機能、胎盤の形成にウイルスが関わっています。 

人間などの哺乳類に「PEG10」という遺伝子があります。マウスの実

験でこのPEG10の機能を止めると胎盤ができずに胎児が死んでしまいま

す。これまでの研究により、胎盤は、約1億6000万年前に哺乳類の祖

先にウイルスが感染することでPEG10を持ち込み、これがきっかけで胎

盤が形成された。と考えられています。そして胎盤のおかげで赤ちゃん

の生存率は大幅に高まりました。 

また、西太平洋のパラオでヤシの木を絶滅の危機から救ったのがウイ

ルスでした。20世紀に入り、島に侵入したタイワンカブトムシの食害

でヤシの木が枯れ始めたのを救ったのが「ヌディウイルス」でした。こ

のウイルスに感染させたタイワンカブトムシの成虫を野外へ放ち、仲間

の元へ運んで感染を広めることにより、その数を減らすことが出来たの

です。今では南米でも、大豆の害虫の駆除に別のウイルスを使っている

といいます。 

複数の条件が組み合わさって、「昆虫には感染するけれど、人間には

感染しない」「一部の昆虫だけが病気になる」といったことが起こるの

だそうです。こうした「ウイルス農薬」は、日本でも松の害虫を狙うウ

イルスが実用化されています。 

更に、北海道大学の東野史裕准教授は、ウイルスを使ってガン細胞を

溶かす実験に成功しています。増殖を続けるヒトのがん細胞をマウスに

移植し、特別なウイルスを感染させると、約3週間後にがんの一部が消

えたそうです。がん細胞の中で、ウイルスは100～1万倍の数に増え

て、がん細胞を溶かしてしまったということです。 

新型コロナウイルス・スペイン風邪など、ウイルスと言えば、人間を

死に至らしめる邪悪な一面だけしか知りませんで 

したが、この特集で人類の長い歴史上、ウイルス 

との様々な関わり合いの中で「有益」な面もあっ 

たことを知ることが出来ました。 

 しかしながら新型コロナウイルスは人間にとっ 

て有害なウイルスです。一刻も早く天然痘の様に 

この世から撲滅してもらいたいと思います。 
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